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未来共創拠点施設「Sketch Lab（スケッチラボ）」の 
供用開始およびオープニングセレモニーについて 

１ 趣旨 

本市では今年度から、市内全域を“ラボ（実験室）”に見立て、産学官民のビジ

ネス交流によるオープンイノベーションの促進やスマートシティの推進、関係人口

の拡大等に取り組む「とやまシティラボ推進事業」を開始したところであります。 

この度、本事業を推進するため富山駅前 CiC ビル 3 階に整備を進めておりました

未来共創拠点施設「Sketch Lab（スケッチラボ）」が完成し、供用を開始することと

なりましたのでお知らせします。また、オープニングセレモニーおよびオープニン

グプログラム（とやま未来共創会議）の開催につきましても併せてお知らせします。 

２ Sketch Lab（スケッチラボ）の概要 

市内外の多様な人材の交流により「未来共創」（＊別紙参照）を実践するための

拠点施設です。会員制の交流・コワーキングスペースとしての利用のほか、ビジネ

ス交流のためのイベントスペースとしても利用できます。 

  本市は「とやま未来共創チーム」（＊別紙参照）と連携して本施設の効果的な活

用促進に取り組みます。 

３ 供用開始日 

  令和２年９月７日（月）  

  ※９月中はキャンペーン期間として、入会月（９月分）の会費無料（会員登録は

必要）。 

４ オープニングセレモニー 

日時：令和２年９月６日（日） １０時３０分～１１時００分 

出席者：富山市長、富山市議会議長、富山商工会議所会頭、富山経済同友会代表

幹事、富山大学長、富山国際大学長ほか 

※セレモニーでは通常のテープカットに代わり、デジタルテープカットを行います。 

※オープニングセレモニー終了後、３０分程度の内覧会を行います。 

５ オープニングプログラム「とやま未来共創会議」 

日時：令和２年９月６日（日） １４時００分～１６時００分 

本施設のオープニングプログラムとして、市民参加型ワークショップ「とやま

未来共創会議」のオリエンテーションを開催します。 

とやま未来共創会議は９月～１２月にかけて全５回開催し、約３０名の市民が

対話を重ね、富山の未来のビジョンや地域課題の解決策について検討します。 

問い合わせ先 富山市企画管理部未来戦略室  電話 ４４３－２００６ 



１ 「未来共創」について 

富山市が推進する「未来共創」とは、市内の産学官民が、立場を越えた対話を重ねるこ

とにより、未来のビジョン（ありたい姿）を共に描き、共有した上で、ビジョンからのバ

ックキャスティング（未来起点の発想法）で地域課題を明確化するとともに、実証・試行

を通じて課題解決に取り組み、新たな価値を創造することを意味しています。 

２ 「とやま未来共創チーム」について 

Sketch Lab を拠点とし、市と連携して未来共創の取組を進めるために７月に設立され

た市内の２０～４０代の若手経営者や起業家を中心に構成される官民連携組織。 

３ 未来共創拠点施設の概要 

（１）施設名 Sketch Lab（スケッチラボ） 

  スケッチ＝下絵・素描より、「若さ」と 

「未来を“描く”こと」を意図している。 

（２）空間デザイン 

台形の可動テーブルを多数配置することで自由なレイアウトが可能となり、多様な交

流を促すとともに感染症対策にも柔軟に対応できます。また、動画撮影スタジオや集中

ブース、オンライン会議用のモニター等の設備を利用することができます。 

（３）営業時間 

   平日 10：00～21：00 

   ※CiC 休館日、年末年始を除く。 

   ※土日祝日にイベントが開催されることがあります。 

（４）会費・サービスの概要  

※９月中はキャンペーン期間とし、会費の支払いは不要（登録は必要）。 

別 紙 
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富山で働く人材応援奨学資金貸付事業について 

１ 目的 

 若年者の市内企業への就職を後押しするため、令和３年度から新たに、富山県

内の大学等に進学する学生を対象に、奨学資金を無利子で貸し付けることで修学

支援を行います。 

 また、卒業後５年間、市内企業等で正社員として勤務した場合は返還を全額  

免除することで、市内企業での働き手の確保を目指します。 

２ 事業概要 

（１）対象者の要件 

 市内に居住する住民税非課税世帯に属する者で、県内の大学・短大に在学してい

る者（ただし、令和３年度入学生から対象） 

（２）奨学資金の額 

区 分 上限額 対象期間等 

入学奨学資金 １０万円 １回（入学時） 

生活奨学資金 １６万円（年額） 正規の修業期間 

   ※富山で働き・学ぶ生き方応援奨学基金を財源とする。 

（３）返済期間 

 原則、卒業後５年間（無利子）。 

 ただし、卒業後５年間、市内企業等で正社員として勤務した場合は返還を全額 

免除。 

３ 申請手続き 

（１）申請受付期間 

 県内の大学・短大に入学した年の４月１日から５月３１日まで 

（２）申請窓口 

 商工労働部 商業労政課 

問い合わせ先 商工労働部 商業労政課   電話 ４４３－２０７３ 
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富山で働き・学ぶ生き方応援奨学資金貸付事業の拡充について

１ 目  的 

 働きながらキャリアアップを目指して通信制や夜間制の大学等で学ぶ方を対象

に、奨学資金を無利子で貸し付ける「富山で働き・学ぶ生き方応援奨学資金貸付

事業」を、本年４月から開始しておりますが、このたび新たに、大学院に就学さ

れる方も本事業の対象とする拡充を行うものです。 

２ 事業概要 

（１）対象者の要件 

① 市内居住者であること。

② 従来の「市内企業等に勤務しながら、通信制の大学、短期大学、専修学校、

夜間大学に就学する方」に、県内の大学院の昼間課程に就学する方を加える。

また、大学院に就学するため、就業先を休職又は退職する方も貸付の対象とす

る【拡充】。

（２）奨学資金の額 

区 分 貸付額 上限額 対象期間等 

入学奨学資金 
負担費用の１/２ 

１０万円 １回（入学時） 

学費奨学資金 ５０万円（年額） 正規の修業期間 

※ 富山で働き・学ぶ生き方応援奨学基金を財源とする。 

（３）返済期間  

・原則、卒業後５年間（無利子）。ただし、卒業後、正社員として市内企業等に   

勤務した場合は返還を猶予し、５年間引き続き市内企業等で勤務した場合には 

返還を全額免除。 

・なお、大学院に就学するため就業先を休職又は退職した方が、卒業後、元の就

業先に復職あるいは別の市内企業等に就職して５年間勤務した場合にも、返還を 

全額免除【拡充】。 

３ 対象となる大学院 

  ① 富山大学 人文科学研究科、経済学研究科、生命融合科学教育部、理工学教

育部、人間発達科学研究科、芸術文化学研究科、医学薬学教育部、教職実践開

発研究科 

 ② 富山県立大学 工学研究科 

 ③ 桐朋学園大学院大学 音楽研究科 

問い合わせ先 商工労働部 職業訓練センター   電話 ４５１－７５００ 
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ひとり親家庭奨学資金貸付事業について 

１ 目的 

 ひとり親家庭の子どもに対し、国家資格等取得を目指し、県内の大学等に進学

する際に給付しているひとり親家庭奨学資金を拡充し、国家資格等の取得要件を

満たさない大学等へ進学する場合にも奨学資金を無利子で貸し付けることで修学

支援を行います。 

 また、卒業後５年間市内企業で正社員として勤務した場合は返還を全額免除す

ることとし、市内企業での働き手の確保を目指します。 

２ 事業概要 

（１）対象者の要件 

本市に住所を有する児童扶養手当全部支給世帯の子ども 

（２）対象大学等 

 県内の大学、短大、高専・専門学校等 

（３）奨学資金の額 

区 分 上限額 対象期間等 

入学奨学資金 １０万円 １回（入学時） 

学費奨学資金 １７万円（年額） 正規の修業期間 

   ※富山市福祉奨学基金を財源とする。 

（４）返済期間 

 原則、卒業後５年間（無利子）。 

  ただし、卒業後５年間、市内企業で正社員として勤務した場合は返還を全額免除。 

３ 申請手続き 

（１）申請受付 

 今年度受付開始予定 

（２）申請窓口 

 こども家庭部 こども福祉課 

問い合わせ先 こども家庭部 こども福祉課   電話 ４４３－２０５５ 
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農林水産物ワンデージャックフェスタ 
～市内まるごと生産者等応援大作戦～ 

１ 目的 

新型コロナウイルス感染症の対策として、飲食店の営業自粛や各種イベントの中止が要 

請される等、市内産農林水産物に影響が出ていることから、市内産農林水産物の販売促進

イベントを開催し、需要喚起を図る。 

なお、このイベントは、南北接続した路面電車沿線で行い、公共交通利用者の減少によ 

り収益が悪化した交通事業者も支援する。 

２ 事業概要 

 日 時 ２０２０年９月２０日（日）１０：００～１６：００  

※岩瀬のみ朝市開催のため８：００から 

  会 場 ５会場  

（１）各会場の概要 

①岩瀬カナル会館 

   水産物や、水産業に触れ合える場の創出 

②富山駅南北自由通路・南口駅前広場 

   市内産農林水産物や酒、スイーツ等の魅力を創出し、市民が憩える場の創出 

③グランドプラザ及びウエストプラザ 

   様々な花きとのふれあいを通じ、子どもから大人まで楽しめる場の創出 

④大手モール（※トランジットモール実施） 

   市内産農林水産物に親しみ、子どもから大人まで楽しめるおしゃれな場の創出 

⑤その他企画 

   ・「路面電車 de トレジャーハンティング」・「富山城フェス」とのコラボレーション 

   ・パーク＆ライドの実施（五福エリア、岩瀬エリア） 

（２）路面電車利用促進策 

①各会場に花束等の販売ブースを設置し、花束等を５００円以上購入した利用者には、 

路面電車の１日乗車券を配布 

②フラワートラム（路面電車の車両内を花で装飾）の運行 

３ オープニングセレモニー 

・会場、時間 富山駅南北自由通路 １０時

・内 容 森富山市長挨拶、市内酒蔵５蔵の酒樽で鏡開き 

（各蔵の日本酒ミニボトルを配布） 

・参 加 者 森富山市長、塩井富山市物産振興会会長、浅地富山市農業振興会会長、

       道井とやま市漁業協同組合代表理事組合長、桝田富山県酒造組合会長

４ トークセッション 

・会場、時間 グランドプラザ １１時

・テ ー マ 『with コロナそして after コロナ時代の New Style』 

・登 壇 者 森富山市長、塩井富山市物産振興会会長

問い合わせ先 農林水産部農政企画課   電話 ４４３－２０８０ 







定例市長記者会見 記者クラブ代表質問事項 

令 和 ２ 年 ９ 月 １ 日 

代表幹事社 中日新聞社 

問１ ７月２日から８月１１日までに富山市だけで２８人の新型コロナウイルス感染

者が確認されています。現状の感染状況を市長はどう受け止めているのか、お聞

かせください。 

また、魚津市ではカラオケ機器を備える飲食店で高齢者を中心としたクラスタ

ーが発生しました。魚津市の村椿市長は事業者に対策に取り組む設備の整備等に

要する経費を助成することを決めましたが、富山市としてもカラオケ店など事業

者に対する注意喚起、経済支援を行う考えがあるか否かについてもお聞かせくだ

さい。 

問２ 市長は今期での退任を表明されていますが、未だ立候補者の名前が具体的に挙

がっていません。この現状についてどう受け止めているのか、お聞かせください。


